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◇新年がスタートしました◇
２０２５年（令和７年）が始まりました。今

年もよろしくお願いします。１月８日（水）に始

業式を行い、湖南中学校も新年のスタートを切り

ました。２学期末に感染症が流行したこと、３年

生の高校入試が目前に近づいていることなどを考

慮し、始業式は校内放送を使って実施しました。

校長の挨拶で「『巳年』は新しい挑戦や転機が訪

れる年になる」と言われているので、各自が新しいスキルや知識を習得し、可能性を広げる年にして欲

しいという話をしました。各自が新しい進路・学年に向けて新しい気持ちでスタートを切りました。

◇３学期「授業公開日」を実施しました◇
１月１７日（金）は３学期の授業公授業日でした。毎学期授業公開日を設定して、保護者の方々に生徒の学校での

様子を参観していただいています。今回は今年度最後、３年生には中学生活で最後となる参観日でした。今学期は、「道

徳科」と一部「美

術科」の授業を

公開しました。

当日は、２校時

に公開授業を設

定しました。平

日の午前中に設

定したため、保

護者の皆さんに

とってはお出か

けにくい設定に

なったかと心配

しましたが、た

くさんの保護者

の皆様にお出か

けいただきまし

た。生徒の緊張

しながらも頑張

っている姿をご

覧いただくこと

ができました。

◇新生徒会 本格始動！◇ 第５１期生徒会が本格的に活動を始めました。１月

に入って、新しい生徒会の方針を固めていく作業に取り組んでいます。先日職員朝礼で、新生徒会長・

副会長の３名が新生徒会のスローガンを発表しました。その後の学級生徒会と専門委員会を経て、新生

徒会の活動方針案を作りあげました。そして１月２８日（火）の生徒総会で、新生徒会の活動方針・内

容が決定しました。新生徒会の諸活動にご支援とご協力をいただきますよう、よろしくお願いします。



◇２年生「ＷＡＫＵ ＷＯＲＫ」に参加◇
１月２１日（火）、２年生は今年初めて開催された中学生向け職業体験イベント「MATSUE WAKU WO

RK」に参加しました。このイベントは、松江市、松江商工会議所他が主催し、市内の中学２年生を

対象として企画されたイベントです。会場のくにびきメッセには、市内６１の企業・団体が参加し、

体験ブースを設置していました。生徒は体験ブースを自由に廻って、各企業等の紹介を聞いたり、職

業の体験をしたりして企業等の 魅力に触れ、自身が進路選択をするときに参考となる情報を入手し

ていました。各ブースでは中学生の関心が高まるような工夫をしていただき、企業の担 当 者 の 方

も 熱 心 に 説 明 を し て い た だ き ま し た 。 当日の様子を少し紹介します。また、生徒の感想を

紹介したいと思います。

＜生徒の感想から＞ … 自分の進路や働くということについて考えたこと

＊お客様の笑顔をつくりだし、最高の思い出をつくることのお手伝いができる職業に就きたい。

＊誰かの役に立ち、誰かの支えになれるような仕事に就きたい。

＊自分が好きなこと、楽しいことを仕事で実現している人が多くて、仕事についての考え方が変わった。

＊自分にとってやりがいがあって、人に誇れることが働くということなのかと思った。

＊少し興味をもった職業があったので、もっと詳しく調べて、それに合わせて高校も探したい。

＊地元が好きなので、地元に直接関われるような仕事がしたい。

◇地域リーダー研修会を開催しました◇
１月１９日（日）乃

木公民館を会場に、「地

域リーダー研修会」が

開催されました。この

会は、乃木地区・忌部

地区の青少年育成協議

会の主催で「地域貢献

を進める中学生リーダーの育成」、「将来の地域社会を支える地域リーダーに必要な資質・能力の育成」

を目的として開催されています。今年、湖南中からは２７名の１・２年生が参加し、ＮＰＯ法人「ＫＥ

Ｙｓ」さんの進行のもと、県立大学学友会の皆さんも加わり研修プログラムが実施されました。参加し

た生徒の皆さんは、初めは緊張した様子でしたが、徐々に緊張が解け、お互いの距離が近くなりました。

研修では、段ボール製の円形の板を使って、カードゲームをしたり、お題に関するメモを書き込んだ

りしながら、多数の人と意見を交換をしました。生徒たちは先輩の方々から刺激を受けて、他者の意見

を尊重しながら、進んでコミュニケーションをとり、発想力や想像力に磨きをかけました。新生徒会の

メンバーにとっては、生徒会を引っ張っていくために必要なものを得られたのではないでしょうか。

＜生徒の感想から＞ … 研修から学んだこと

＊普段話すことのない方と楽しく話し合えた。色々な人の意見に触れて、自分の意見を深めることができて良かった。

＊今日の意見や意見交換の方法を生かして、お互いに高め合えるような活動をしていきたいと思った。


